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 毎月
まいつき

19日
にち

は食育
しょくいく

の日
ひ

です。今
こん

月
げつ

は上益城
か み ま し き

地区
ち く

の味
あじ

を紹
しょう

介
かい

します。 

 上益城
かみましき

地区
ち く

は、農業
のうぎょう

や商 業
しょうぎょう

がさかんな平坦
へいたん

部
ぶ

と、九 州
きゅうしゅう

山地
さ ん ち

の深
ふか

い山々
やまやま

に囲
かこ

まれた歴史
れ き し

文化
ぶ ん か

のある山間部
さんかんぶ

からなります。 

 いちょう葉
ば

汁
じる

は、いちょうの葉
は

を使
つか

うのではなく、人参
にんじん

や大根
だいこん

などの野菜
や さ い

をいちょうの形
かたち

に

切
き

り、大豆
だ い ず

や枝豆
えだまめ

を銀杏
ぎんなん

に見
み

立
た

てた汁物
しるもの

です。 

 山都町
やまとちょう

犬飼
いぬかい

には大
おお

いちょうがあります。昔
むかし

、水不足
みずぶそく

で収穫
しゅうかく

の少
すく

ない米
こめ

を補
おぎな

うために、栄養価
えいようか

が高
たか

くて保存
ほ ぞ ん

しやすい「銀杏
ぎんなん

」を収穫
しゅうかく

するために植
う

えたと伝
つた

えられています。ここの銀杏
ぎんなん

を食
た

べ

ると長
なが

生
い

きするといわれています。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

10/18(金) 

上益城
かみましき

の味
あじ

 

ふるさとくまさんデーとは、熊本
く ま も と

でとれた食材
しょくざい

や昔
むかし

から地
ち

域
い き

に伝
つ た

わる料
りょう

理
り

を献
こ ん

立
だ て

にとりいれて紹介
しょうかい

する日
ひ

です。熊本
く ま も と

のすばらしさをたくさん知
し

ってほしいモン！ 

天草食育だより 
2024.10. 

 

天

草
市

あ
ま
く
さ
し 

ここが上益城
かみましき

地区
ち く

だよ！ 

10/8 （ 火 ）   

ブリ 

 天草
あまくさ

では、１９６０年代
ねんだい

ごろか

ら魚類
ぎょるい

の養殖
ようしょく

が行
おこな

われてきまし

た。 

天草
あまくさ

のきれいな海
うみ

で育
そだ

てられた

魚
さかな

です。水質
すいしつ

や水温
すいおん

に気
き

を配
くば

り、栄養
えいよう

いっぱいのエサを食
た

べ

て、のびのびと育
そだ

てられていま

す。大事
だ い じ

に育
そだ

てられたブリは、

加工
か こ う

され店
みせ

に並
なら

びます。 

 天草
あまくさ

では日
ひ

あたりのよい潮風
しおかぜ

のあたる山
やま

の斜面
しゃめん

などで、みか

んがたくさん栽培
さいばい

されていま

す。ふつうのみかんは、「温 州
うんしゅう

みかん」といい、鹿児島県
かごしまけん

で

偶然
ぐうぜん

できた品種
ひんしゅ

といわれていま

す。みかんには、ビタミン Cが

多
おお

く、風邪
か ぜ

予防
よ ぼ う

に効果
こ う か

がありま

す。甘
あま

くておいしいみかんを味
あじ

わってください。 

天草
あまくさ

宝 島
たからじま

デーは、天草
あまくさ

でとれた食 材
しょくざい

や

天草
あまくさ

に 昔
むかし

から伝
つた

わる郷土
きょうど

料理
りょうり

などを

献立
こんだて

にとりいれて紹 介
しょうかい

する日
ひ

です。 

 

10/29（火）    

米 

10/31（木）    

みかん 

 みなさんが給 食
きゅうしょく

で食べている

お米
こめ

は100％天草
あまくさ

産
さん

です。天草
あまくさ

で

は、たくさんのお米
こめ

が作ら
つく  

れてい

ます。秋
あき

に収穫
しゅうかく

してその年
とし

の 12

月
がつ

31日
にち

までに精米
せいまい

され、包装
ほうそう

され

たお米
お こ め

が新米
しんまい

とされています。

毎年
まいとし

新米
しんまい

が家庭
か て い

に出回
で ま わ

るのは、年
とし

明
あ

けになります。 


